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がん医療水準均てん化に特定機能病院が果たす役割 
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1. はじめに 
特定機能病院は地域がん診療拠点病院にこ

れまであまり認定されなかったが、島根県にお

ける唯一の特定機能病院である島根大学医学

部附属病院は平成17年1月17日に認定を得た。

特定機能病院が地域がん診療拠点病院として

がん医療水準均てん化に貢献するために果た

すべき役割について考察した。 

2. 取組 
島根県にはこれまで地域がん登録が整備さ

れていなかったために、全県的ながん医療水準

均てん化対策を講じるための基礎資料がなか

った。今回、島根県では県内各地に 6拠点病院

が認定されたことを契機として、各拠点病院で

新たに着手される院内がん登録作業を標準化

し、病院間のデータを集約することで将来的な

県内広域でのがん登録事業に展開させるとい

う目的のもと、「がん診療拠点病院ネットワー

ク会議」を組織した。会議事務局は島根県健康

対策課と島根大学医学部附属病院が担うこと

にして、県下の病院や地方自治体との診療ネッ

トワークの構築に関することは県の担当で、附

属病院の役割は拠点病院の中核として院内が

ん登録の精度の向上やそれをもとに島根県に

おけるがん医療水準均てん化に中心的に貢献

することとした。 

ネットワーク内の具体的な連携を実践する

実務担当者会議には、各拠点病院の院内がん登

録担当医師と院内がん登録実務担当者が出席

した。がん登録標準化作業の手始めとして「地

域がん診療拠点病院院内がん登録登録標準項

目とその定義 2003 年度版」に基づいて提出項

目や提出方法、提出締切日等を協議決定した。

このように標準化され提出されたデータの集

約、分析等は事務局としての島根大学医学部附

属病院が行うが、標準化の策定作業の段階から、

本分野に専門性を有する公衆衛生学講座教授

の関与を得ている。 

一方、集約されるデータの精度は各病院の院

内がん登録の充実にかかっており、具体的には

診療情報管理士等を中心とする院内がん登録

実務担当者の責任であることを自覚して、勉強

会を開催した。勉強会では UICCの TNMをテ

キストとして読み合わせを行ったり、院内がん

登録標準化の進捗状況を報告しあった。また島

根大学医学部附属病院の病理医師が講師を務

める勉強会にて、病理診断に対する知識も深め

た。 

がん登録事業の本来の目的は、収集したデー

タをもとに地域でのがん医療水準均てん化を

はかることであり、そのためには、県内各地で

診療に従事する医師にがんに対する最新の知

見や技術を継続的に習得してもらう必要があ

る。島根大学医学部附属病院はがんの集学的治

療を実践するために腫瘍科を設置しており、大

学におけるがん診療の質的向上や診療レベル

の検証のために、学内外からの講師参加を得て

カンファレンスやセミナー等を行っている。今

後は大学内のみならず、地域がん診療拠点病院
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のネットワーク等を使って県下の医師にも腫

瘍科のセミナーに参加を広く呼びかけ、臨床腫

瘍学に関する新しい知識技術を獲得する機会

を提供することが特定機能病院としての使命

と考える。 

3. まとめ 
島根県は地理的に東西に長く山間部に住む

県民は受診に苦労することもあるが、身近な医

師が最新のがん診療に対する知識を身に付け

たり、そのような医師が派遣されてくれば、県

内先進地区と同様な質の高いがん診療が受け

られるようになる。また、診療の地域格差を評

価するためには正確ながん登録情報が必要で

あるが、そのデータの質に大きく影響する登録

実務者の作業内容を共有・検証できる場があれ

ば、登録の精度向上にも貢献ができる。特定機

能病院は地域における診療・教育研修・研究 

の核となっているため、がん診療においても

この特性を活かして、地域の臨床医に対する教

育研修や各病院での院内がん登録実務者に対

する教育研修の場を提供できるし、病理学や公

衆衛生学などの領域でもその専門性において

データの精度の向上等様々な面に貢献できる

ため、地域がん診療拠点病院の中で特有の機能

を果たしうると考える。 

 


